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文学部   心理社会学科　哲学専攻カリキュラムツリー
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現代社会のさまざまな
社会現象や社会問題
の背景や要因を社会
学的に理解し、多様
性を包摂する共生的
社会の在り方を考察
する力を身につける。

共感的に、なおかつ科
学的根拠に基づいて、
人間の心理状態を観察
し、言語・非言語にか
かわらず、他者が発す
る気持ちを傾聴し支援
できる能力を習得する。

臨床の場に身を置
き、実践的に人間
や社会が抱える諸
問題に向き合い、
問題解決に向けた
構想力を身につけ
る。

人間の心理状態、社
会問題、人間存在に
関して、自ら問いを立
て、科学的方法論や
論拠に基づき理論
的、実証的に分析す
る力を習得する。

人間存在について
の幅広い哲学的知
識を習得し、批判
的・創造的・ケア
的に思考する能力
を身につける。

生涯にわたって出
会う人々や社会と
向きあう中で、相
互に学び合い、社
会全体を高める知
力を体得する。

人間学を学び、個
を磨くことから、
他者を尊重しなが
ら自らの考えを冷
静に主張し、協調
して物事に取り組
むことができる。

世界での活躍を視
野に、人間理解や
異文化理解を深
め、外国語で多様
な価値観を分かり
やすく表現する能
力を涵養する。

文学部の学習で培
った十分な専門性
と幅広い教養を理
解し、社会の課題
を自ら調べ上げ、
論理的に説明する
ことができる。

（３・４年）
哲学特論A・B、倫理学特論A・B

東洋思想研究B
東洋思想研究A
西洋思想研究B
西洋思想研究A

心理社会研究入門C

環境の哲学
コミュニケーションの哲学

老いと病の哲学
ジェンダーの哲学
政治と哲学
芸術と哲学

戦争論・平和論

文学と哲学
歴史と哲学
臨床哲学

心と身体の哲学
哲学交流論

哲学演習（３年）A・B
ライフサイクルと人間Ⅰ・Ⅱ

哲学プラクティスⅡB
哲学プラクティスⅠA

（１・２年）
哲学概論A・B、倫理学概論A・B、
論理学概論A・B、宗教学A・B、
科学思想史A・B、東洋思想史A・B、
西洋思想史A・B、世界の宗教、

東洋の宗教、自然科学的なものの考え方、
漢文A・B、言語学とその歴史、世界の言語

哲学プラクティスⅠB
哲学プラクティスⅠA
哲学演習（２年）Ｂ
哲学演習（２年）Ａ

基礎演習B
基礎演習A


